
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
基
本
原
則

私たち日本のYMCAは、
イエス・キリストにおいて示された
愛と奉仕の生き方に学びつつ
世界のYMCAとのつながりのなかで、
次の使命を担います。

私たちは、
すべての人びとが生涯をとおして
全人的に成長することを願い、
すべてのいのちを
かけがえのないものとして守り育てます。

私たちは、
一人ひとりの人権を守り、
正義と公正を求め、
喜びを共にし痛みを分かちあう
社会をめざします。

私たちは、
アジア・太平洋地域の人びとへの
歴史的責任を認識しつつ、
世界の人びとと共に
平和の実現に努めます。
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2・3面に 続く

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
こ
と
を
「
学
校
」
と
よ
ぶ
子
が
い
ま
す
。「
家
族
」
と

よ
ぶ
子
も
い
ま
す
。
不
登
校
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
に
反
発

し
た
り
、
先
生
に
反
発
し
た
り
、
家
族
に
反
発
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

い
ろ
ん
な
過
去
を
背
負
っ
て
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
ま
す
。
で

も
彼
ら
は
決
し
て
「
学
校
」
も
「
家
族
」
も
嫌
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
自
分
の
「
学
校
」
や
「
家
族
」
が
ほ
し
く
て
、

そ
れ
ら
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

初
め
て
会
っ
た
と
き
は
、
学
校
の
文
句
ば
っ
か
り
言
っ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
が
、
時
間
が
た
つ
う
ち
に
、「
高
校
生
に
な
り
た
い
な
」「
制
服

が
着
た
い
な
」「
担
任
の
先
生
が
手
紙
く
れ
て
さ
〜
」。
そ
ん
な
こ
と
を

ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
言
い
出
し
ま
す
。「
親
な
ん
て
ウ
ザ
イ
」
そ
う
言
っ

て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
家
族
の
自
慢
を
始
め
た
り
、「
○
○
く
ん
の

お
父
さ
ん
か
っ
こ
い
い
ね
」
と
ほ
め
る
と
、
う
れ
し
そ
う
に
照
れ
た
り

し
ま
す
。
そ
ん
な
彼
ら
を
見
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
学
校
に
行
け
な
く

な
っ
た
の
か
、
家
族
と
う
ま
く
話
せ
な
く
な
っ
た
の
か
不
思
議
で
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
確
信
で
き
る
こ
と
は
、
い
っ
た
ん
「
学
校
」

や
「
家
族
」
を
な
く
し
た
り
、
な
く
し
そ
う
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
れ
を
当
た
り
前
に
持
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
よ
り
も
、
そ
の
大
切
さ

や
あ
り
が
た
み
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
腹
を
た
て
て
、
教
室
を
飛
び
出
し
た
と
き
、
追
い
か
け
て
き
て
く

れ
た
先
生
が
い
た
」「
学
校
を
や
め
る
と
き
、
先
生
が
泣
い
て
く
れ
た
」

「
部
屋
か
ら
外
に
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
お
母
さ
ん
が
い
つ
も
と

か
わ
ら
ず
に
い
て
く
れ
て
安
心
し
た
」「
夜
帰
っ
て
こ
な
い
私
を
目
を

真
っ
赤
に
し
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
」。
そ
ん
な
こ
と
を
、
子
ど
も
た

ち
は
、
ず
っ
と
覚
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
受
験
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
が
自
分
の
将

来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
季
節
で
す
。「
声
を
か
け
た
く
て
も
か
け

ら
れ
な
い
生
徒
に
気
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
る
先
生
に
な
り
た
い
」。
そ
う

言
っ
て
、
教
育
学
部
を
受
験
す
る
子
が
い
ま
す
。「
お
母
さ
ん
み
た
い

な
保
育
士
さ
ん
に
な
り
た
い
！
」。
そ
う
や
っ
て
進
路
を
決
め
る
子
も

い
ま
す
。

「
学
校
」
や
「
家
族
」
の
大
切
さ
を
知
る
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の

「
学
校
」
や
「
家
族
」
を
作
っ
て
い
く
―
み
ん
な
の
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

（
富
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
所
長
　
上
村
香
野
子
）

相手と向き合って心を合わせていくこと 
（仏語：親和・共感的関係の意） 

か
が
お
か
し
い
」。
こ
の
と
こ
ろ

立
て
続
け
に
起
こ
る
、
痛
ま
し
い

事
件
や
事
故
を
前
に
、
私
た
ち
の

社
会
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
を
感
じ
て
い
る
人
が

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
安
全
神
話
が

ゆ
ら
ぎ
、
家
族
の
あ
り
方
が
ゆ
ら
ぎ
、
生

き
る
こ
と
へ
の
希
望
が
ゆ
ら
い
で
い
る
…
。

け
れ
ど
も
そ
の
ゆ
ら
ぎ
の
解
決
を
ど
こ
に

求
め
て
よ
い
の
か
、
多
く
の
人
た
ち
が
そ

の
答
え
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
の

社
会
を
築
き
、
牽
引
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま

な
枠
組
み
が
ほ
こ
ろ
び
、
制
度
疲
労
を
起

こ
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
枠

組
み
の
ほ
こ
ろ
び
や
疲
労
は
、
社
会
の
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
か
ら
も
た
ら
さ
れ

る
も
の
で
、
も
は
や
対
症
療
法
的
な
や
り

方
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
気
づ
く
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
ゆ
ら
ぎ
の
解
決
の
救
世
主

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
存
在
が
あ
り
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
（
特
定
非

営
利
活
動
促
進
法
）制
定
か
ら
は
や
七
年
。

認
証
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
二
万
を
超

え
、
社
会
の
中
で
一
定
の
存
在
感
を
持
ち

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
過
剰
と

も
い
え
る
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

行
政
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
お
い
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）を

す
す
め
て
い
ま
す
。
社
会
の
課
題
解
決
の

し
く
み
づ
く
り
の
な
か
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
組

み
込
む
動
き
も
盛
ん
で
す
。

し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
構
築
し
て
課
題
解
決
を
成
功
さ
せ

る
に
は
、
私
た
ち
市
民
の
価
値
観
の
転
換

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
お
任
せ

す
れ
ば
大
丈
夫
、
と
い
う
し
く
み
で
は
な

い
の
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
そ
こ
に
住
民
が

よ
り
か
か
り
、
依
存
で
き
る
、
す
で
に
で

き
あ
が
っ
た
強
固
な
存
在
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
官
僚
制
を
廃
し
、
民
主
的
な
運
営
を

旨
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
む
し
ろ
組
織
と
し

て
は
脆
弱
で
す
。
長
年
、
私
た
ち
は
権
威

を
ま
と
っ
た
行
政
と
い
う
存
在
に
依
存
し

て
、
社
会
の
問
題
解
決
を
は
か
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
住
民
自
ら

が
「
参
加
」
を
し
な
け
れ
ば
、
課
題
解
決

の
シ
ス
テ
ム
は
機
能
し
な
い
の
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
「
作
る
」
こ
と
へ
の
参
加
が
ス

タ
ー
ト
の
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
多
く
の
住
民
が
参
加
し
、
そ
の
参
加

す
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
す
る
実
践
が
必

要
で
す
。く

の
住
民
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
参
加
し

て
い
る
地
域
社
会
は
「
地
域
力
」、

す
な
わ
ち
セ
ル
フ
･
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
自
己
決
定
力
）
の
力
を
つ
け
た
社
会
だ

と
い
え
ま
す
。
そ
の
参
加
の
し
く
み
や
し

か
け
、
き
っ
か
け
を
つ
く
る
組
織
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
今
、
何
よ
り
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
重
責
を
担
え
る
組
織
と

し
て
、
ぜ
ひ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
は
地
域
社
会
で

の
存
在
感
を
増
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

なくしたからこそ

2004年12月、北海道・仙台・とちぎ・茨城・埼
玉・東京・横浜・山梨など、東日本地域の８
YMCA36ブランチに絵本約1300冊がクリスマスプ
レゼントとして届けられ、各YMCAのクリスマス会で
紹介・贈呈式などが行われました。これは、ワイズメ
ンズクラブ国際協会東日本区メネット委員会の
2003－2004年度事業『子どもたちに絵本・本を贈
りましょう』によるものです。今回の事業は、各クラ
ブのメネットのみなさまの募金によって、保育園や幼
稚園などを中心としたチャイルドケア事業を実施して
いるYMCAや、子どもたちが日常的に集うロビーな
どの図書コーナー充実をめざすYMCAに対して行わ
れました。絵本をとおして子どもたちに暴力的な言
葉のないコミュニケーションの感性を育んでほしい、
また、そのことによって将来の平和を築く第一歩を歩
んでほしいという願いが込められています。

多

吉備国際大学 助教授

妻鹿
め が

ふみ子
（岡山NPOセンター理事）

12月26日に起きたスマトラ沖地
震・津波により、スリランカでも3万人
を超える人々が亡くなり、スリランカ
に38あるＹＭＣＡでも半数近くが被
災しました。これを受けて、1月7日～
13日に横浜ＹＭＣＡスタッフの大江
浩氏とともにスリランカを訪れ、被災
地の視察と、支援国ＹＭＣＡ会議に
参加してきました。新聞やテレビの報
道により被災の状況は視覚的には想
像できます。しかし実際に現地に足
を運んでみると、一瞬にして人々の
命、生活、財産、職業などすべてが流
されてしまった光景に、外国人である
私でさえも喪失感を抱くほどでした。
この災害によって人々が負った心の
傷は計り知れないほど深く、またそれ

を癒やしていくには長い年月がかかる
ことを実感させられました。スリランカ
ではＹＭＣＡが被災直後から緊急支
援活動を開始し、水・食糧・医薬品
の配給やボランティアによる労働力
の提供、子どものための緊急シェルタ

ーの運営などを行ってきました。一方、
人びとが今後必要とするのは、自分
たちの生活を取り戻すための家、仕
事のための道具や職業訓練、そして
心のケアです。ＹＭＣＡでは、これら
のことがらに取り組むために、スリラン
カのＹＭＣＡと世界のＹＭＣＡが一緒
に中・長期プランをつくり、実行して
いくことになっています。会員のみな
さまの、長期にわたる支援をよろしく
お願いいたします。
（日本ＹＭＣＡ同盟　山根一毅）
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2004年度日本YMCAユースボランティア認証者
今年度は21YMCAから670人が認証、総勢約7,770人となっています。
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北海道YMCA
松久　葉一
小山　亜紀
土井　翔子
長井　鮎美
坂本　礼央
仙台ＹＭＣＡ
都築　玲奈
今野　厚
大竹　郁子
武田　周平
本間　奈々絵
竹内　美菜子
神原　厚美
坂藤　麻衣
上條　一恵
榎森　早紀
倉茂　千恵子
齋藤　大輔
三浦　美沙
伊藤　麻里子
佐竹　辰太郎
佐藤　理英
我妻　のぞみ
浅野　裕子
茨城ＹＭＣＡ
木村　聖
原　三紀子
香取　岳彦
飯田　朝斐
浜谷　祐輔
石司　真由美
澤田　有希子
本田　才子
細谷　真理
油谷　友樹
川嶋　智美
鷲田　雄一
河合　吉敬
とちぎＹＭＣＡ
伊沢　愛美
山口　真依
田M 奈々
小池　玲子
横山　由佳
新江　千晶
伊谷野　和弘
関根　裕子
坪野　寛子
小澤　真紀
柴田　恵
鈴木　健太
小河　真希子
千葉　千尋
増渕　達也
埼玉ＹＭＣＡ
富田　和彦
古波蔵　有華

須原　悠太
小沼　真由美
内山　舞
伊藤　絵梨花
土田　泰子
関田　仁美
北見　洋介
佐々木　理恵
竹嶋　暁子
崔　香林
土佐　美聡
飯田　綾
児玉　早希
原口　英之
松岡　美里
郡司　すみれ
川上　賢太
櫻井　裕子
多久　瑞恵
田中　晃
石田 麻衣
阿部　杏映
斉田　恭二
松田　睦
関　久美子
菅谷　幸子
千葉ＹＭＣＡ
腰越　裕美
渡辺　健太
花島　梢
和田　繁
高野　美千絵
三木　智恵子
山口　隆史
山形　美絵子
川村　幸江
今井　恵美
高山　瞳
和知　未幸
桐原　紗子
長谷川　典子
木下　実香
山本　菜生
加納　裕理香
浜野　早苗
飯海　優
下茂　大輔
加治　陽
小川　裕子
佐藤　貴範
河野　智佳子
東京ＹＭＣＡ
高橋　絵理子
種ヶ島　永子
多田　さやか
鈴木　智晶
越　陽二郎
漆原　緑

櫻井　衛
石川　三冬
玉井　真吾
佐々木　理江
滝川　有子
佐達　小織
西嶋　健太
西　恵津子
石田　佳
新福　奈緒子
櫻井　由紀枝
佐藤　厚
佐川　睦実
太田　由希子
小貫　祥子
大田　仁美
佐瀬　千絵子
中山　彩美
村田　奈歩美
岡村　美玲
的場　恵梨
両角　のぞみ
後藤　翔史
松岡　佐知子
村井　裕実子
岸野　佳子
関　友利恵
高橋　伸江
横浜ＹＭＣＡ
羽鳥　真子
今牧　悟
石田　季紗子
仲　沙織
坂間　加奈
高岡　純一
春木　紀美
加藤　博子
井山　純奈
岩田　成正
三田　知穂
薄井　さとみ
吉武　南
宮本　奈々
韮澤　修一郎
針生　さとみ
藤井　真人
石堂　まき
今村　総士
植木　未来
星野　朝美
兼子　祐樹
武田　亜耶
川合　杏奈
金子　正幸
曽根　ちえみ
安田　隼人
立川　智一
横山　友紀子

渡邊　直貴
橋本　健太
宇津木　有香
藤本　優一
染谷　竜太
長嶺　洋子
和田　朱里
平本　玲子
長　健太郎
清水　麻乃
榎本　なつき
山中　れい
赤井　直人
宇野　文崇
普勝　知宏
新谷　美恵
兼松　良
村越　健一郎
前田　泰宏
齋藤　陽子
酒井　明音
中尾　久美
杉野　聡子
高田　沙実
本間　美里
小野　美晴
小林　千穂
加藤　悦実
米田　紗耶未
松崎　麻里
中村　裕子
原　宗久
松尾　静香
漆坂　麻希
池下　輝
福島　一敬
古山　智江
田中　俊介
佐野　さやか
豊嶋　良太
岩崎　美紀
野口　勝功
井上　秀美
宮台　沙織
勝俣　友里
山崎　淑江
田代　智世
宮内　いずみ
森　雅恵
石綿　恭昌
長倉　聡
小宮　直人
本田　章子
前沢　尚美
田中　大志
金井　真
福田　友機
小林　由衣

中山　辰則
内田　勇輝
片岡　優
塩原　麻衣子
藤井　郁香
嶋田　郁子
稲葉　雄基
金子　寛美
池谷　朋子
土屋　舞
渡辺　明伸
長橋　梓
石井　桂一
早坂　希美
湯田　奈津美
青木　隆史
広野　有二
望月　紫緒里
町田　智美
小林　夏美
篠崎　小夜
荒西　真梨子
市原　良典
植田　里子
鈴木　真帆
曽我　和也
丹治　かおり
内藤　健太
東　麻依
水谷　瑠衣
山梨ＹＭＣＡ
大友　康生
山田　紘子
吉岡　顕人
小野　久美子
名古屋ＹＭＣＡ
安達　奈見
大林　美佳
久下　世津子
小森　正樹
高橋　紘子
武田　愛子
田中　祥子
土屋　恵子
丹羽　史子
渡辺　聖子
滋賀ＹＭＣＡ
中村　大悟
西澤　真志
松井　亜紀
塚口　香菜
豊村　美久
今江　奈緒美
今村　祥子
北村　綾香
中川　みゆき
中出　実希
中西　正明

宮師　美保
須山　剛
竹田津　真衣
田村　隆志
藤田　悠子
前田　侑吾
横田　佳世子
嶋谷　周子
中西　正幸
林　信太郎
山本　佳奈
京都ＹＭＣＡ
永野　牧子
高木　風太
大畑　佐織
駒野　和
江本　原煕
酒井　彩乃
岬　香名
下山　貴子
古城　由希子
清水　直人
大槻　雅香
梅田　祐未
福永　航太
福井　悠子
西川　智加
南出　有穂
安永　朋世
渡邉　新悟
塩貝　亜里紗
荒谷　みどり
村上　裕子
大蔵　未来
日内地　咲奈
福島　瞬
小田　暢諒
川見　典子
黒川　紗代子
菅原　好幸
大阪ＹＭＣＡ
藤原　直美
留河　誠
谷脇　麻利
平野　真千子
田中　俊成
倉澤　威
高橋　輝
大野　博文
上村　真奈
原　由紀恵
杉原　友
加藤　友紀子
岩井　万実
土居　加奈恵
森　久恵
上田　雅代
田伏　飛鳥

大北　早穂
児玉　晋平
堀井　裕太
高橋　優
山本　大雅
玉井　佑可子
竹橋　未桜
稲田　順一
岡村　勇輝
細井　優美
上本　崇之
金森　友里恵
吉田　朋美
平野　由香里
家住　香織
武市　恵美子
橋本　智子
今田　智子
田中　絵美
辻本　晃秀
柳川　朋美
奥村　美香
鷺山　裕梨
山中　千鶴子
猪子　健太
辻屋　朝美
水野　裕太
石原　航平
入野　由記子
岡本　久美子
木坂　翔太
公原　恵理子
仲村　かおり
根岸　貢
政信　みちる
森元　景子
吉岡　達哉
米田　麻姫子
濱野　比那子
田中　なな
松岡　佑将
赤石　真弓
加茂　沙弥香
高山　桃子
岡本　頼子
小瀬　弘之
中西　喬子
加納　美樹
押川　綾
池永　聡志
加藤　友理
廣瀬　香子
和田　榮理
柳本　匡史
田中　健太
橋本　渚
石原　恵太
道頭　健一

矢崎　菜央子
神戸ＹＭＣＡ
池田　優子
安倍　千紘
山田　麗華
山路　明菜
大垣　まり
川野　加代
竹内　志津
矢倉　健一郎
山本　温子
石丸　聖子
岩橋　尚子
角井　智美
白井　麻奈美
藤本　加代子
藤原　奈生子
前田　有貴
水井　章人
石垣　江梨
神田　麻友
下前　絵里子
瀬木　みどり
正尾　絵美
正岡　晴香
溝口　絵里佳
金田　めぐみ
栗原　育美
山内　香代
吉住　貴博
渡辺　裕子
小森　梨加
天野　有希子
榎　睦
大木　麻帆
岡本　久未子
岡本　文佳
奥井　理恵
小田垣　尚子
小田原　美穂
門脇　加奈
亀田　倫子
熊谷　一会
坂井　悦子
島岡　麻由子
宿野　早紀
夏目　陽子
布野　千秋
間　三希子
原田　佳代子
東島　将太
深沢　ひとみ
福岡　愛望
福林　有華
細見　佑子
桝井　敦
柳沢　健一
山下　智美

井上　由里
打保　真衣
大下　純平
大成　舞香
岡原　怜子
北濱　舞
杉村　智子
中田　拓亜
野邑　尚子
増田　美穂子
松野　美咲
山下　彩
山本　加奈子
梁瀬　恵
井倉　いづみ
竹内　香里
村上　博美
冨吉　恒成
下村　彩
松本　遼
小川　雅之
小豆　晃一
小田　千夏子
蔵保　萌子
大井　悠輔
大倉　元輝
苅田　拓也
草刈　康平
琴浦　義通
高瀬　裕佑
高見　遼
中村　正博
村上　雄希
八杉　健司
山田　剛
山村　祥平
西脇　大樹
沼谷　友輔
深田　裕之
芦名　麻耶
新 理恵
五十嵐　友香
生島　佳代子
池田　祥子
石坂　真理子
上田　朝子
片野　葵
金栄　茉莉子
岸本　麻里
崎谷　祐貴子
佐々木　麻有
杉　知美
辰見　文
田中　彩子
谷岡　綾子
辻　裕希
能口　日加李
箱田　智美

原　なつみ
服部　真由子
服部　結花子
堀本　奈央
福原　理恵子
真北　このみ
松原　利恵
山本　善子
李　青佳
櫛橋　利江子
平野　智子
上田　浩代
葉名　利栄子
森　恭子
宇杉　里美
石田　亜希子
山本　結香
新免　愛子
小西　真紀子
山本　佳菜子
松山　夏子
増田　春香
姫路ＹＭＣＡ
内田　琢也
帯田　篤史
澤田　あすか
柴原　沙知
杉田　直彦
瀬良　康子
谷川　真一
谷口　寛子
土居　隆一
西岡　裕生
西野　祐史
平　和朗
藤原　敬子
前田　瞳
升田　舞子
守岡　理恵
渡辺　直樹
岡山ＹＭＣＡ
飯田　記子
市川　愛
上田　佳世子
沖本　園佳
奇峰　紘輝
清水　香奈子
三浦　卓磨
美時　智子
山本　奈穂美
広島ＹＭＣＡ
岩田　純児
北川　敬祐
田部　浩章
佐野　恭平
竹内　有紀
金田　真之介
西野　智哉

山本　敏幸
十川　綾
北　康之
足立　慶子
網重　泰夫
沖横田　秀雄
保田　由紀子
青山　舞
加藤　千秋
高田　希美
加登　絵美
石本　良美
見崎　玲子
松山ＹＭＣＡ
安藤　麻実
池田　哲郎
石川　千智
大濱　信哉
大山　亜津沙
沖　小百合
兼綱　琢磨
河村　篤司
教蓮　実花
吉良　智喜
草場　裕
菅尾　聡美
高橋　早紀
三木　潤子
薬師寺　泰隆
若松　蘭
和田　行弘
福岡ＹＭＣＡ
蒲原　ゆみ
藤島　真由美
青　宏子
菊武　志保
具嶋　美樹子
黒崎　圭子
小島　由
坂井　俊介
下川　紗世
白木　健一郎
高田　大嗣
仲前　信治
鍋田　早希
肥後　有美子
山内　武知
木宮　淳子
猿渡　和美
竹内　真理子
中野　由里子
吉松　澄江
弘田　靖昌
原　悠

小田　佳美
満田　和久
長崎ＹＭＣＡ
渡邊　咲子

林　麻弥
東村　梓
本田　奈津美
寺中　祥吾
上村　大地
仁木　祐介
竹中　美月
豊島　史子
戸越　美佐
中川　早智子
喜田　真衣
福岡　聖子
苧畑　郁恵
梅根　雅子
高橋　絵里佳
深丱　祥太
森崎　真智子
森　美菜
福嶋　良彦
帯屋　桃子
佐仲　里都子
辻　光
田中　真理子
内田　秋子
黒木　知美
梅本　亜紀
吉田　真奈美
樫川　亜衣
長野　英里
上山　碧
橋本　奈津子
岩永　容子
峰松　結実
山口　華奈
中川　洋
佐田　直子
井出　裕美
熊本ＹＭＣＡ
澤田　絢
吉田　裕志
田中　ゆりあ
渡辺　美保
黒川　桃子
伊藤　麻衣
真嶋　伸行
上野　茜
馬原　朋恵
立岩　良美
浅野　容子
松下　亨
田中　宏征
寺岡　大貴
大中　翔二

YMCAのボランティアとは、日本YMCA基本原
則に示されている使命の実現のために、YMCAの
行うさまざまな活動や組織の運営、また、YMCAが
他団体と協働して行う諸活動に、

① 自らの自由な意志によって、（自発性）
② 主体的に、責任をもって参加し、（主体性、責任性）
③ 金銭や名誉などの報いを目的とせず、（無償性）
④ 人びとや社会のために働き、（利他性、社会性）

⑤ 人びとと痛みや喜びを分かち合い、（相互性）
⑥ 継続的に、（継続性）
よろこんで自らの時間や労力、知識や能力、金銭
などを提供する者をいう。

ボランティアの定義ボランティアの定義

「
何

スマトラ沖地震・津波被害に対する緊急支援募金のお願い（６月末まで）

【募 金 方 法】 全国の各ＹＭＣＡ窓口のまたは銀行振り込みにて承ります。
「スマトラ沖地震･津波緊急募金」とご指定ください。

【募金振込先】 東京三菱銀行　四谷支店　普通預金　0951298
財団法人日本ＹＭＣＡ同盟　国際協力募金口
（お名前の後に「スマトラ」と付記してください。なお、領収書が必要な場合は、
お手数ですが、下記までご連絡をお願いいたします。）

【問合せ先】 日本ＹＭＣＡ同盟　担当：岩邉俊久･北久保容子
TEL.03-5367-6640 FAX.03-5367-6641
E-mail : info@ymcajapan.org
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●
対
抗
文
化
と
し
て
の

非
合
理
性

ＦＣＳＣ（ＹＭＣＡ国際賛助会）の副
会長を務められていたロジャー・アレンさ
んが心不全のため2004年12月14日に
神さまのもとに召されました。享年59歳
でした。
アレンさんは、1985年にＦＣＳＣのメ

ンバーとなり、その尽きることのないエネ
ルギーと周囲の人々へのわけ隔てない
熱意で今日まで会長や運営委員という
立場でＦＣＳＣを率いてこられました。
特に各国大使館でのチャリティーコンサ
ートやダンスパーティーの実施・運営にお
いては、アレンさんの妻バーバラさんと
共に献身的に尽くされました。
アレンさんは約30年間にわたって日

本に滞在され、企業家として非常に成
功をおさめられました。また、近年は俳
優やファッション誌のモデルとしても活
躍されていました。一方で、ＦＣＳＣの
メンバーとして、特に、障害のある子ども
たちに心を寄せ続け、障がい児プログ

ラムの充実・発展のために精力的に働
かれたことが、多くの人々の心に焼きつ
いています。
また、東京在住の外国人コミュニティ
ーのなかでも、アレンさんの才能と人々
への奉仕の精神、家族や友人への愛
情が、人々の尊敬を集め、多くの人々が
親しみを感じていました。
東京・芝公園の聖アンデレ教会（聖

公会）で行われた葬儀には、総勢300
名を超える人びとが集まりました。中に
はアレンさんの故郷である英国をはじめ、
数カ国の大使も参列をされ、生前のアレ
ンさんが国際社会において多くの貢献
をされてきたことが印象づけられる式典
となりました。
これまでＦＣＳＣメンバーそして日本社
会の一員として、ＹＭＣＡの活動を支え、
励ましていただいたロジャー・アレン氏に
心から感謝と哀悼の意を表します。

日本の障がい児の余暇プログラム充実に尽くされた

ロジャー・アレンさん

少し時期はずれの話題で恐縮ですが、
40％の視聴率を切ったNHK紅白歌合戦の中
で、瞬間最大視聴率を取ったのがマツケン
こと松平健さんでした。私たちの世代には、
松平健と言えば「暴れん坊将軍」でしたが、
いまや「サンバの健さま」になってしまいま
した。
その松平健さんが主役を演じている「石井
のおとうさんありがとう」という映画（現代
ぷろだくしょん製作）が話題になっています。
明治から大正初めにかけ、孤児救済に生涯
を捧げた石井十次の物語です。倉敷の大原
美術館を創設した大原孫三郎に大きな影響
を与え、日本の児童福祉の父とも言われる十
次ですが、福祉分野で働いている一部の人た

ちや地元の岡山を除きあまり
知られていません。十次が開い
た岡山孤児院には、もっとも
多いとき1200人もの孤児がお
り、それを私費と寄付だけでま
かなったというのですから、私
たちの想像を超えたスケールの
大きな社会事業家です。また、
キリスト者として伝道に熱心だ
った十次は、岡山大学YMCA
の設立に際しても孤児院の土
地を提供するなどして積極的
に関わっています。
このほど、試写のため広島

YMCAを訪れた製作総指揮・
監督の山田火砂子さんは、十次のあまりの知
名度の低さを嘆いておられましたが、今回、
マツケン人気のお陰でこの映画がクローズア
ップされ、十次の生き方にスポットが当たる
のであれば素晴らしいことだと思います。監
督の願いは、「親のない孤児よりも、もっと
不幸なのは心の迷子、精神の孤児なのです」
という十次のメッセージを現代に伝えること
にあります。
映像が社会に大きな影響を与えることを

「冬ソナ」はあらためて証明しました。岡山
YMCAが製作に協力し、日本YMCA同盟推
薦のこの映画を、石井十次を知らない多く
の人に見てもらえるよう、私たちも協力しま
しょう。 （広島ＹＭＣＡ総主事　下坊和幸）

YMCAプログラムの羅針盤

マツケンと十次
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に
情
報
収
集
に
努
め
る
こ
と
。

つ
ま
り
自
分
自
身
が
問
題
意
識
と

課
題
解
決
へ
の
希
求
心
を
持
っ
て

い
る
こ
と
。

潸

人
と
人
を
紹
介
し
結
び
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
連
携
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
結
節
点
と
な
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
見
い
だ
し
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を

大
切
に
す
る
こ
と
。

澁

自
己
の
誉
れ
を
求
め
な
い
こ
と
。

謙
虚
に
、
自
己
を
空
し
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
相
手
や
関
わ
る
人

の
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
育
ん
だ
も
の

現
在
は
、「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
や
ま
」
の
事
務
局
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
Ｐ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
」
が
引
き
継

い
で
、
年
一
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
、

富
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
委
託
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
立
、
富
山
県
新
任
主

任
職
員
研
修
会
協
力
、
富
山

県
主
催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
会
の
運

営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
富
山
県

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
作
成
に
も
関
わ
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
行
政
、
企
業
、
そ
し
て
、
学
校

と
の
協
働
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
担
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
ア
ー
ス
デ
イ
と
や
ま
」
や
「
ピ

ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
と
や
ま
」
な
ど
の

市
民
活
動
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、

着
実
な
成
果
を
み
せ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
元
年
と
言

わ
れ
た
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
十
年
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
世
界
で
最
も
古
い
Ｎ
Ｇ

Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
、
市
民
が
自
ら
の

地
域
を
民
主
的
に
住
み
よ
い
町
に
し
て

い
く
市
民
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
長

い
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た
人
材
育
成

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
ま
す
。「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
や
ま
」
を
生
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
す
る
た
め
に
、
私
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
培
っ
た
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
考
え
方
の
基
本
に
据
え

ま
し
た
。
実
際
に
こ
の
と
お
り
に
す
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
を
常
々
実
感
し
て

い
ま
す
が
、
方
向
性
と
し
て
大
切
に
し

て
き
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
で
す
。

漓

相
手
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
こ
と
。

滷

一
人
ひ
と
り
の
力
や
可
能
性
を
信

じ
、
一
人
ひ
と
り
の
力
を
引
き
出

す
こ
と
。

澆

自
己
の
た
め
で
は
な
く
、
他
者
を

生
か
す
こ
と
。
つ
ま
り
、
主
導
権

を
握
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

課
題
や
事
態
の
改
善
を
何
よ
り
も

優
先
し
て
考
え
る
こ
と
。

潺

各
自
の
問
題
意
識
を
共
有
す
る
た

私
た
ち
と
活
動
を
共
に
し
て
い
る
岡
崎

久
弥
さ
ん
は
、
そ
の
よ
う
な
状
態
を
憂

慮
し
、「
落
書
き
調
査
隊
」
を
組
織
し

調
査
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

都
市
の
空
洞
化
・
高
齢
化
に
よ
る
地
域

の
自
治
能
力
の
低
下
と
街
へ
の
社
会
的

無
関
心
の
増
大
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
ス

キ
」
を
生
み
、
そ
れ
が
落
書
き
と
し
て

目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
現
れ
、
重
犯

罪
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。
落
書
き
は
、
放
置
さ

れ
疎
外
さ
れ
た
街
の
悲
し
い
叫
び
声
だ

っ
た
の
で
す
。

人
び
と
の
連
携
で
街
づ
く
り

「
こ
の
叫
び
を
放
置
し
て
い
て
は
い
け

な
い
」。
岡
崎
さ
ん
の
調
査
に
応
え
て
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
含
む
多
く
の
市
民
が
動
き

だ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
や
岡
山
市

は
人
々
が
協
力
し
て
喜
ん
で
落
書
き
消

し
を
す
る
「
落
書
き
対
策
先
進
都
市
」

と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
裏
づ
け
す
る
「
岡
山
方
式
落
書
き

一
斉
消
去
」
と
称
さ
れ
て
い
る
ノ
ウ
ハ

ウ
は
、
元
は
と
い
え
ば
、
落
書
き
調
査

隊
と
共
に
活
動
し
た
町
内
会
の
会
員

や
、
子
ど
も
た
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

警
察
官
、
自
治
体
職
員
、
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
に
至
る
ま
で
の
広
範
な
市
民
が
、

全
身
ペ
ン
キ
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、

試
行
錯
誤
の
な
か
で
生
み
出
し
た
ご
近

所
の
知
恵
な
の
で
す
。
こ
の
間
、
岡
山

県
知
事
・
岡
山
市
長
に
も
働
き
か
け
、

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
行
政
も
こ
の
妙
案
を
評
価
し
、
二

月
に
は
岡
山
県
の
予
算
で
「
岡
山
方
式
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富
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事

島
田

茂

二
〇
〇
〇
年
八
月
一
日
、
富
山
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
が
事
務
局
と
な
り
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
や
ま
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
約
四
十
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
互
い
に
顔
の
見
え
る
横
断
的
な
つ

な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
域
や
世

界
で
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

よ
り
有
効
に
取
り
組
む
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
月
一
回
の
割
合
で
会
合
を
開
き
、

富
山
に
お
け
る
市
民
活
動
の
活
性
化
に

一
役
買
っ
て
き
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
や
ま
」設
立
の
背
景

そ
も
そ
も
、
市
民
活
動
を
し
て
い
る

人
は
地
域
の
中
で
孤
立
し
が
ち
で
し

た
。
富
山
弁
で
「
み
ゃ
あ
ら
く
も
ん
」、

つ
ま
り
、「
変
わ
っ
た
人
」
と
い
う
ふ

う
に
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
行

政
や
役
所
と
い
っ
た
「
お
上
」
に
働
き

か
け
る
の
は
「
敷
居
が
高
い
」「
何
を

言
っ
て
も
無
駄
だ
」
と
い
う
よ
う
な
諦

め
と
も
い
え
る
ム
ー
ド
が
あ
り
、
市
民

活
動
を
し
て
い
る
人
に
も
そ
の
意
識
は

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
福
祉
活
動
、

国
際
協
力
団
体
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

ご
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
以
前
か
ら
あ

っ
た
も
の
の
、
有
効
に
働
い
て
い
る
と

は
い
え
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
に
開

催
さ
れ
た
「
第
四
回
Ｎ
Ｇ
Ｏ
列
島
縦
断

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
富
山
」
実
行
委
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
継
続
す
る
こ
と
が
発
案

さ
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
よ
る
国
際
協
力
を
主
題
に
し
な

が
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
お
け

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
先
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。
最
近
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
周
辺
の
方
が
た
か
ら
よ
く
声

を
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
岡
山
市
の
中

心
市
街
地
に
あ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
周
辺
で
の

落
書
き
調
査
・
消
去
活
動
に
あ
り
ま

す
。
本
物
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

を
育
む
目
的
で
実
施
し
て
い
る
「
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
ウ
エ
ル
ネ
ス
倶
楽
部
」
の
例
会
、

瀬
戸
山
陰
の
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
共
催
し
た
「
わ
い
わ
い
フ

ォ
ー
ラ
ム
」、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
事
務
局
と

な
っ
て
地
域
の
諸
団
体
と
と
も
に
中

高
生
百
人
を
集
め
て
実
施
し
た
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
助
成：

譖

中
央
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
）
な
ど

に
よ
っ
て
、
こ
の
数
年
間
実
に
多
数

の
落
書
き
対
策
の
実
績
を
積
ん
で
き

た
結
果
が
、
良
い
評
価
と
な
っ
て
定

着
し
て
き
た
の
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
難
問
解
決
ご
近
所

の
底
力
」
で
そ
の
惨
状
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
ほ
ど
、
岡
山
市
は
「
日
本
一
の
落

書
き
都
市
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

作業は、消去班、塗班、機動班などの各班に分かれ、
完全分業体制で行う

落
書
き
は
街
の
悲
し
い
叫
び

落
書
き
一
斉
消
去
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
ら
く
が
き
戦

隊
ケ
セ
ル
ン
ジ
ャ
ー
」
と
い
う
ご
当
地
ヒ

ー
ロ
ー
も
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
を
仕
掛
け
た
の
も
「
ア
ト
リ
エ
は

ら
っ
ぱ
」
と
い
う
私
た
ち
の
仲
間
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
地
域
が
連
携
し
て
街

づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
風
土

が
岡
山
に
今
、
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
の
再
生
は「
心
」を
育
む

活
動
を
行
っ
て
き
た
中
で
、
二
つ
の

発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
こ

の
作
業
を
通
し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
再
生
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
前
調
査
は
言
う
に
及
ば
ず
、
落
書
き

消
去
活
動
に
は
、
予
想
以
上
の
手
間
が

か
か
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
手
間
を
と

お
し
て
、
地
域
の
方
が
た
や
市
民
団
体
、

行
政
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
顔
が
見
え
、

痛
み
を
共
有
す
る
関
係
が
再
生
し
て
き

た
の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
の
活
動
が
、
子

ど
も
や
若
者
の
生
き
る
力
を
育
む
き
っ

か
け
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
傷
つ

い
た
街
を
汗
を
流
し
て
修
復
し
た
結
果
、

街
が
回
復
し
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が

喜
ん
で
く
れ
る
と
い
う
現
実
を
青
少
年

は
目
の
あ
た
り
に
し
ま
す
。
そ
の
こ
と

は
彼
ら
の
中
に
「
自
分
た
ち
は
、
微
力

だ
け
れ
ど
も
、
無
力
で
は
な
い
。
主
体

性
を
も
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。」
と
い
う
気

落書き消しは、調査から始まる。膨大な数の落書きを一つひとつ
写真に収め、それらを書き込んでつくった地図をもとに作業する
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